
議案第６０号 友好都市の提携について  

 

 

１ 目 的  

明治初期に三田出身者が立ち上げた赤心社が、北海道浦河の地で開拓事業に

貢献した歴史的な繋がりを軸とした親善関係をさらに深化させ、様々な分野に

おける相互交流を展開し、互恵的な関係を拡大するために、北海道浦河町と友

好都市提携を行うにあたり、三田市議会の議決すべき事件等に関する条例第２

条第４号の規定により、議会の議決を求めるもの。 

 

２ 友好都市宣言（案・調整中） 

別紙のとおり 

 

３ 友好都市提携調印日 

  令和７年１０月予定 

 

４ 今後の友好都市交流の方向性 

① 歴史継承 

② 相互訪問 

③ 学校教育 

④ 社会教育 

⑤ 防災 

⑥ 観光・産業 

⑦ 公民連携 

  



友好都市宣言（案） 

 

兵庫県三田市と北海道浦河町とは、赤心社を縁とする深い

結びつきがあることから、民間団体を中心に様々な交流を進

めてきた。  

先人たちが培ってきた歴史的なつながりを貴重な遺産と

して後世に引き継ぎ、その交流・友好の精神が両市町の繁栄

に貢献するものとするため、さらに絆を強めることに合意し

た。  

三田市と浦河町は、互いの価値観を尊重しながら、末永く

手を携えることにより、互いの理解と信頼を深めていくこと

を確認し、ここに友好都市として提携することを宣言する。 

 

兵庫県三田市長 田村克也  北海道浦河町長 池田拓 

 

 

 


